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魚たちは、今年も西条市にある養魚場からから買い入れ、前日に運搬して川に入れました。丁度今回は、新居浜市のボーイスカウト

さんが前日の土曜日（魚運搬の日）に「別子山あまごつかみ大会」と称して同じ場所で大会を開催し、メンバーの子供たちがつかみ取

りを行いました。その関係でボーイスカウトの代表の方が、魚運搬のためのトラック等の手配から、我々の魚つかみ大会用の魚 250

匹も同時に積み込み運搬を担ってくれました。もちろん我々の大会は日曜日ですので、魚さんたちには漁網の中で一夜を過ごしてもら

いましたが、魚たちも一夜のうちに別子山の水になじんだ様で、当日網から出しますとすべての魚さんが非常に元気に泳ぎ回り一夜の

漁網生活を感じられない元気さでした。もちろん見た目ですが⁉ 

放流した河川には 1ｍ程度の立網を張り、そこに魚たちを放流し子供たちがそれぞれにつかみ上げるやり方です。この時も川底は比

較的平らで、魚が隠れる大きな石もすき間も無く、目視で魚が確認できる状態で、つかみ取りには適した環境でした。何せ水がきれい

でした。 

参加されたのは、これまでと同様に、別子小中学校の児童生徒の皆さんとそのご家族、また先生方とご家族の皆さん、他校で募集し

た先生方とそのご家族の皆さんです。総勢 100 名の参加者とお手伝いをいただきました地域スタッフの皆さんでした。 

大会は、開会行事に始まり、魚の網焼き用炉づくりです。グループ毎に河原の石を集め、丁度いい高さに積み上げて炉の完成です。

あとはつかみ取りの始まりですが、さあどれだけつかみ上げるか⁉ 

子供達も意気揚々と大きな歓声を上げながら、素早い動きの魚たちをつかみ上げていき、つかみ取った魚はバケツに入れて、調理開

始です。中学生も積極的に調理に参加してくれて、周りに調理法を学びながら、バーベキュー用に竹串に刺し、それぞれのかまどで塩

焼きになりました。上手に焼けたか心配でしたが、参加された皆さんの美味しい顔はありがたく受け止めました。 

また、今年も地域の方のご厚意で設置していただきました「ドラム缶風呂」も子供達に好評で、魚つかみで冷えた身体を温める最高

のお風呂でした。何より盛り上がりを見せたのが、最後に行いました「スイカ割り」、何人ものお子さんが列をなし試みました。昨年

度も魚つかみ以上に盛り上がりを見せたスイカ割りですが、今年も昨年以上でした。続けてまたやりますか⁉ 

この様に別子山地域の自然に集い、親交を深めることが出来ましたが、まさに自然が相手の大会ですので、終了まで気の抜けない大

会でしたが、事故もなく無事に終了することが出来ました。暑い中お手伝いをいただきました地域の方々 

から先生方、本当にありがとうございました。何より大会を通じて有難く感じたことは、参加の皆さんの 

マナーの良さや、片付け作業中にくれた中学生からの優しい 

言葉の数々、疲れも喜びになり、有難く受け止めることが出 

来ました。 

大会実施には苦労がつきものですが、その苦労も受け継ぎ 

新しい時代に継承されて来ております。 

大会テーマ通り“学校と地域が連携し子供たちが地域の自 

然に親しむ心を養う”まさに、目的どおりの大会が盛大に実 

施出来ました。本当にありがとうございました。ご協力感謝 

申し上げます。 

炉が完 

盛り上がりました。 

来年も割ちゃいますか

7 月２7 日（日）恒例行事となりました「魚つかみ大会」を実施いたしました。 

今大会も昨年と同様に弟地「新田神社」下の銅山川を会場に行われました。前

週に降りました大雨の影響で銅山川が一時増水し、開催を心配しておりました。

なんと当日は、川の水量も安定し魚つかみには適した水量となり、河川の水も川

底も大雨の増水のおかげできれいに洗浄したかのように透明度も高く、水温も低

く綺麗で心地いい状態でした。 

この日の天候は晴れで、心も身体も暑い一日となりました。丁度日本近海には

８号、９号と２個の台風が発生、８号は沖縄本島を通過し９号は小笠原諸島に近

づいていました。四国上空には太平洋高気圧が張り出し、申し分のない夏の気候

で、魚つかみ大会を上空からサポートしてくれました。気温も朝から３０℃近く

ありましたが、水遊びには最高の環境となりました。 



 

【目 的】本運動は、広く国民に交通安全思想の普及・浸

透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を

習慣付けるとともに、国民自身による道路交通環境の改善

に向けた取組を推進することにより、交通事故防止の徹底

を図ることを目的とする。 

【期 間】９月２１日（日）～９月３０日（火） 

【運動の重点】 

１歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や

明るい目立つ色の衣服等の着用促進 

２ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めの

ライト点灯やハイビームの活用促進 

３自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理

解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にやっ

てきます。みなさん是非ご利用ください。 

 ９月は、１８日（木）に巡回します。 

◦別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

 別子銅山記念図書館 

TEL 0897-32-1911 

残暑お見舞い申し上げます。 

今年も昨年以上に暑い夏です。 

皆さんいかがお過ごしでしょうか⁉ 

毎日のように熱中症警戒アラートが出されております。 

命に係わる暑さです。古くから“夏は暑い”が当たり前で

すが、今は“熱い夏”別子山でも昼間は異常な酷暑が続いて

おります。この暑さ９月に入っても続くと、気象予報士の見

解が出されております。これからは、特に昼夜の寒暖差が極

めて激しくなってきますので、今以上に注意をお願いいたし

ます。 

さて、時期的にもスポーツの秋到来でございます。どうも

まだまだ暑いようですが、早々に、運動会の幕開けです。 

先日も運営委員会係会で、係員の皆様にご参集いただきま

して、係員の行動からプログラムの進行等、考えられる様々

な点をご協議いただきました。ありがとうございました。 

この様に、会議の開催によって協議し積み上げられた内容

が運動会の成功に向けての始まりです。 

これまでの大会を見ますと、係員としての生徒さんたちの

行動が、すべてのお手本でございます。そのお手品にそって

行動を宜しくお願いいたします。 

まだまだ酷暑が続きそうです。自分の身体は自分が守るし

かありません、くれぐれも体調管理には万全を期してお過ご

しください。 

１０月３１日（金）から１１月９日（日）までの間、あ

かがねミュージアムにおいて開催される第７５回新居浜

市美術展覧会の作品を募集します。 

奮ってご応募ください！ 

募集部門：書道・日本画・洋画・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立

体）・写真・デザイン・版画 

応募資格：市内在住者、出身者又は市内で勤務、学習している中

学生以上の者。 

申込・作品搬入：１０月２３日（木）９時４５分～１６時 

募集要項をよく読み、作品と必要事項を記入した申込書（公民館、

交流センター、市役所、あかがねミュージアムなどで配布）をあか

がねミュージアムにお持ちください。 

   問い合わせ：文化振興課（電話６５－１５５４） 

今年度も地域挙げての大運動会を予定しております。昨年度の大会は、朝から見事に晴天で、真夏のような熱い日差しが照り

付けていました。今年も、快晴の空のもと開催出来る事を期待しております。 

何せ、学校と地域住民が交流を図る大切な運動会ですので、これまで以上に盛り上がることを期待しながら皆さんとともに、

いい汗を流したいと思います。競技種目等は、昨年同様に厳選し、午前中で終了するように時間配分を行いました。近年９月と

いえども熱中症に警戒が必要でございます。そんなこともあり、半日開催と規模は縮小しての大会となりますが、是非とも多数

の皆様にご参加ご協力をいただき、大会を盛り上げていただきます様お願いいたします。 

※運動会プログラムは、館報と同時に配布いたします。 
 

赤嶺です・・・こんにちは。8 月は例年だと台風ばりで、大雨が降るのですが、今年は雨が少ないですね。 

市内の野菜も焼き枯れ別子山の野菜も焼けてしまいます。ですが、私の自然農法というやり方は雑草を極力排除せずボーボ

ーに生やす農法なので、雑草の根が水分を土中に留めてくれます。（特にツユ草）水気が苦手なトマト達もさすがにこの猛暑

は堪えるので、草たちの恩恵を受けています。 

さて、日本の食料自給のお話を少しさせて頂きます。昨今、米は言わずもがな、猛暑で野菜の収穫量も全国的に落ち込んで

きております。日本の農家は平均６０～７０代らしいのですが、あと５年もすれば農家の数が一気に激減するでしょう。ただ

でさえ担い手不足の農業界、気温が上がり夏場の作業が難しく、担い手は減る一方だと思います。そして、世界的にも化学肥

料のリン鉱石は減少傾向にあり、肥料代も年々上がるでしょう。日本は肥料や農薬の原料をほとんど外国に頼っていますから、

自国での生産率以前に原材料の時点で自給できておりません。種も固定種が減り F１の輸入種ばかりですね。近未来、日本の

食卓はどうなっていくのかな～と思いをはせながら、今年の七月に長崎の佐世保にある菌ちゃんファームへ訪問しました。 

一般家庭の庭で菌ちゃん畝が普及すれば、野菜不足はある程度解消されるのかな？と思うこの頃。ではまた♪ 

 


